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日本沿岸域の放射性セシウムの動きから 

福島沿岸域の現状が明らかに 
 

環境放射能研究所・高田兵衛特任准教授を代表とする研究グループは本州の太

平洋側（東側）と日本海側（西側）において放射性セシウムの動きや由来が異な

ることを明らかにしました。本州西側との比較により、東側の福島県の沿岸域で

は河川から運ばれる放射性セシウムの影響が続いていることがわかりました。一

方、本州西側の沿岸域では河川からの影響は殆ど無く、日本海に循環する海流に

含まれる福島第一原発事故由来の放射性セシウムにより河川水に比べて海水の放

射性セシウムの濃度が高いことも明らかとなりました。これまで福島県以外の沿

岸域における放射性セシウムの動きはわかっていませんでしたが、本研究の広域

調査により、福島第一原発事故由来の放射性セシウムの影響範囲や動きが明確と

なりました。本研究の成果を基礎に、今後の海洋での放射性物質の動きについて

も明らかにされることが期待されます。 

※本成果は 2022 年 2月に国際学術誌「Science of the Total Environment (サ

イエンス オブ ザ トータル エンバイロンメント)」にて発表されました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 本州西側と東側（福島県）沿岸のセシウムの動きのイメージ 
 

【研究内容】 

◎本州東西の沿岸海域において河川ならびに海水試料を採取 

2018～2021 年に本州の東側として福島県の沿岸海域および、西側として北陸地

方の沿岸海域において河川水と海水試料を採取し、放射性セシウム（セシウム

137）の動きについて調査を行いました。放射性セシウム濃度は以下の形で測定し

ました。 

・粒子態（フィルターを通過しない土砂等、細かい粒子に付着した状態） 

・溶存態（フィルターを通過する主にイオン等、水に溶けている状態） 



プレスリリース 
 
 

 

◎本州西側（日本海側）北陸地方の沿岸海域における放射性セシウムの動き 

 2018 年から 2020 年の本州西側の北陸地方の河川とその周辺沿岸域の粒子態か

ら放射性セシウムは検出されませんでした。溶存態セシウムは河川水で検出未満

から 0.0001 ベクレル/リットルと、極僅かに検出されました。これは 1940 年代か

ら 1963 年にかけて行われた大気圏内核実験の影響と考えられます。海水中の溶存

態セシウムは平均約 0.002 ベクレル/リットルで、陸から沖合に向かって高くなる

傾向でした（図 2左）。河川に比べて海水の溶存態セシウム濃度が高い要因は、同

じく大気圏内核実験の影響に加え、福島第一原発事故直後に北太平洋に沈着した

放射性セシウムの履歴が残る海水が西側の日本海へと循環しているためでした。 

 以上のことから、本州西側の北陸地方の沿岸海域の放射性セシウムにおいては

河川からの影響がほとんどないことがわかりました。 

 

◎本州東側（太平洋側）福島県の沿岸海域における放射性セシウムの動き 

2019 年から 2021 年まで、本州東側の福島県浜通り地方の様々な河川から沿岸

において粒子態の放射性セシウムが検出されました（図 2 右側、粒子態セシウム

濃度）。これは陸域土壌などの粒子に付着した放射性セシウムが河川を介して海ま

で運ばれているためです。 

溶存態セシウムは河川水で西側に比べて１桁ほど高い数値を示しました。沿岸

海水中の溶存態放射性セシウムは、陸に近い沿岸域の方が遠い沿岸域に比べて高

い結果となりました（図 2右）。これは河川から運ばれた粒子からの一部溶け出し

が一因です。 

 以上のことから、本州東側の福島県の沿岸海域においては河川から運ばれた放

射性セシウムの影響があることがわかりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 本州西側と東側（福島県）沿岸の溶存態のセシウム濃度時系列変化 
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◎本州東側と西側との比較から見えてきた福島県沿岸海域の現状 

福島県以外の沿岸海域と比べることで、福島県沿岸域の現状が見えてきました。

事故から 8～10 年経過した福島県沿岸海域の放射性セシウムの濃度は着実に減少

しています。しかし、今回の西側と同じような構造の沿岸域と比べると、福島県

の沿岸海水中の放射性セシウムは未だに高く、その要因は陸域に沈着した放射性

セシウムが河川によって沿岸まで運ばれているため、事故前のレベルに戻る時間

がゆるやかになっているということがわかりました。また、福島第一原発事故の

影響の範囲が限定的であることもわかってきました。 

 

【成果の意義】 

今回の研究成果は、福島県沿岸海域と、これまであまり調査が進められていな

かった福島第一原発事故の影響をほとんど受けていない日本の沿岸海域との放射

性セシウムの動きの違いをみることができたこと、また、福島の海の事故前への

回帰を調べるうえでも重要な基準となりました。 

さらに、福島県沿岸域の放射性セシウムの現状把握のみならず、新たにわかっ

た河川からの影響は、周辺の沿岸に生息する海洋生物への移行量把握の重要な情

報となります。 
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 （お問い合わせ先） 

環境放射能研究所・特任准教授 高田兵衛 

電 話：024-504-2882 
メール：h.takata@ier.fukushima-u.ac.jp 


